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事務執行概要
文化創造グループ
１　大阪の文化施策の総合的な推進
より心豊かで潤いのある府民生活を実現し、個性豊かで活力ある地域社会の発展に寄与することを目的とした「大阪府文化振興条例」の理念を具体化するため、「第５次大阪府文化振興計画」に基づき、芸術文化の専門家等からなるアーツカウンシルの意見も踏まえながら、大阪の文化施策を総合的に推進した。
　　　　　　　　　　　　　（根拠法令等　大阪府文化振興条例）

	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	11,918千円
	11,109千円
	11,253千円

	決　算　額
	9,309千円
	9,591千円
	7,717千円


２　大阪府文化振興基金の運営[創設年月日 昭和60年４月１日(大阪府基金条例)]
大阪の文化振興の気運を盛り上げ、魅力あふれる大阪を創造する多彩な文化活動が活発に行われる環境を整えるため、文化振興基金の造成に努めた。
基金の造成・運用状況
	区　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	積立額
	7,628千円
	8,833千円
	7,406千円

	基金運用収入
	9千円
	7千円
	7千円

	取崩し額
	9,322千円
	9,593千円
	9,728千円

	基金総額
	24,749千円
	23,996千円
	21,681千円


３　文化事業奨励の実施～芸術文化振興補助金～

芸術文化団体が自主的に行う文化を通じた次世代育成を主たる目的とする公演等に対し、補助金を交付し、芸術文化の普及振興に努めた。

	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	10,037千円
	10,031千円
	10,031千円

	決　算　額
	7,373千円
	7,878千円
	8,779千円


【令和４年度実績】公益社団法人　大阪フィルハーモニー協会　他12事業
４　輝け！子どもパフォーマー事業補助金

子どもたちが自ら参加し発表する文化活動（パフォーマンス）を実施する団体等に対し補助金を交付し、芸術文化の普及振興に努めた。

	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	4,800千円
	4,800千円
	4,800千円

	決　算　額
	3,562千円
	3,799千円
	3,970千円


【令和４年度実績】とよのイルミフェスタ実行委員会　他17事業
５　大阪府立江之子島文化芸術創造センター
文化芸術の創造及び振興を図り、もって大阪の都市の魅力の向上に資することを目的に、平成24年4月に開館した。
	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	68,252千円
	64,364千円
	65,595千円

	決　算　額
	67,964千円
	64,106千円
	65,305千円

	管理運営委託料
	(※1)66,878千円
	（※3）63,370千円
	（※5）63,636千円

	来館者数
	（※2）59,534人
	（※4）77,418人
	85,780人


（※1）指定管理者に、新型コロナウイルス感染症の影響によるキャンセル料不徴収分及び施設を
維持するための最低限の経費等に対し補填を行った。

（※2）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年４月８日～６月１日まで休館
（※3）指定管理者に、新型コロナウイルス感染症の影響によるキャンセル料不徴収分に対し補填を行った。

（※4）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和３年４月25日～６月20日まで休館
（※5）電気代の上昇に伴う経費増加分に対し補填を行った。

(1)　施設の概要
所在地

大阪市西区江之子島２丁目１番34号
延床面積
2,943.57㎡
開館時間　
10:00～21:00
休館日

月曜日、12月29日から翌年の１月３日まで
主な施設
展示室（４室）、セミナールーム（４室）、アトリエ（３室）、

音響ルーム（１室）、収蔵庫、ライブラリー、カフェ等
(2)　管理運営方法
指定管理者　enoco文化創造プロジェクト(共同事業体）

契約期間　　令和４年４月～令和９年３月
委託料　　　311,000千円（令和４年度63,000千円、令和５年度62,000千円、
令和６年度62,000千円、令和７年度62,000千円、
　　　　　　　　　　　　　　　令和８年度62,000千円）
(3)　主な事業
①　現代美術の振興
府が所蔵している「大阪府20世紀美術コレクション」（約7,900点）の展示、府関係機関や公共的施設等への貸出しを行った。
②　交流・活動・協働機会の創出
貸館業務や地下フリースペースを活用するとともに、文化芸術関係団体等との連携により、交流・活動・協働の機会を創出。その他、他の文化施設等との連携や、文化芸術関連の相談窓口を設置することで、府民の文化芸術に対する意識や関心を高めた。
③　次世代への継承・発展
子ども向けのアート講座やワークショップを実施し、子どもや学生が文化芸術に関心を持つ機会を提供した他、若手アーティストの活動支援を実施した。

６　大阪文化芸術フェス

文化を核として大阪の都市魅力を創造し、発信していく事業として「大阪文化芸術フェス」を実施した。万博記念公園のほか府内の各会場で、大阪が誇る上方伝統芸能をはじめ、優れた音楽、アート等のプログラムを実施し、多彩で豊かな文化の魅力を広く国内外に発信した。

実施主体である「大阪文化芸術創出事業実行委員会」（府、市、大阪商工会議所、大阪観光局、関西観光本部で構成）に負担金を支出した。
	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	187,401千円
	108,000千円
	72,000千円

	決　算　額
	184,488千円
	107,452千円
	70,937千円


７　大阪文化芸術創出事業（公演機会創出事業・活動支援事業）
(1) 　公演機会創出事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、甚大な影響を受けた文化芸術活動の回復に取り組むため、「大阪文化芸術創出事業」を実施した。府内のホール等で大阪ゆかりのアーティスト・演芸人や劇団・楽団等に公演・活動の場を創出するとともに、府民の鑑賞機会の提供に取り組んだ。
	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	160,000千円
	75,000千円
	150,000千円

	決　算　額
	158,153千円
	75,000千円
	149,820千円


(2)　 活動支援事業
府内の施設を利用して公演や作品展示を行う個人または団体に対し、大きな負担となっている施設使用料を補助する「大阪文化芸術創出事業（活動支援事業）」を実施し、府内の文化芸術活動の継続・回復を図った。

	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	―
	73,523千円
	150,000千円

	決　算　額
	―
	70,141千円
	145,106千円


上記(1)・(2)について、実施主体である「大阪文化芸術創出事業実行委員会」（府、市、大阪商工会議所、大阪観光局、関西観光本部で構成）に負担金を支出した。
８　【新規】大阪アートフェスティバル事業
2025年大阪・関西万博を契機として、アートを大阪の成長に結びつけていくため、若手アーティストによる作品展示や販売などを試行的に実施。本事業の中で大阪府が所蔵する美術作品を用いて展示するなど、国内外に現代美術や大阪の魅力を発信し、大阪への誘客と万博の機運醸成を図った。
	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	―
	―
	51,500千円

	決　算　額
	―
	―
	47,357千円


文化振興グループ
１　大阪府立上方演芸資料館
大阪府立上方演芸資料館（通称：ワッハ上方）は、平成８年11月、上方演芸の保存及び振興を図るとともに、府民に上方演芸に親しむ場を提供することにより、大阪文化の発展に資するという目的で、全国初の演芸に関する資料館として設置した。
平成27年４月からは、資料を整理・活用し、その魅力を十分に引き出せるよう、府直営での運営を開始した。
府民はもとより、国内外の観光客にも上方演芸の歴史と魅力をこれまで以上に広く発信し、伝えていくため、平成30年度に施設改修し、収蔵資料を活用した展示やワークショップの開催を通じて上方演芸を体験できる資料館として、平成31年４月リニューアルオープンした。
【管理運営方法等】
・平成８年11月～ 14年３月  （財）大阪府文化振興財団（管理運営委託）
・平成14年４月～ 18年３月　 府直営
・平成18年４月～ 22年12月　 指定管理者（ニューウェーブ日東大阪）
・平成23年１月～ 23年３月   府直営（休館）
・平成23年４月～ 27年３月　 指定管理者（吉本興業グループ）
・平成27年４月～　　　　　　府直営
・平成30年12月～ 31年４月　 休館（改修工事のため）
・平成31年４月24日　　　  　リニューアルオープン

	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	ビル賃借料
	18,632千円
	18,632千円
	18,632千円

	予　算　額
	52,894千円
	49,590千円
	49,504千円

	決　算　額
	45,973千円
	40,967千円
	42,808千円

	演芸ライブラリー
入館者数
	（※１）12,166人
	（※２）13,212人
	23,723人


（※１）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年４月１日～５月18日まで休館
（※２）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和３年４月25日～６月20日まで休館

 (1)　施設の概要
・所在地　　　大阪市中央区難波千日前12－７　ＹＥＳ・ＮＡＭＢＡビル
・延床面積　　609.943㎡（共用部分含む）
・主な施設　　（７階）常設展示エリア約100㎡、企画展示約260㎡
(2)　主な事業
①　資料整理事業
資料活用事業の効果的な運営を図るため、大阪府立上方演芸資料館運営懇話会を設置し、所蔵する約７万点の資料を整理
令和４年度運営懇話会　開催回数：２回

②　展示事業
　上方演芸の歴史などをテーマに展示を実施

ア　常設展示
➤演芸の歴史を語るうえで重要となる大阪弁を「ピックアップワード」として解説し、関連する資料を合わせて展示
〔開催期間〕通年

　　　　イ　企画展示
➤テーマ「蔵出し名品展」
〔開催期間〕令和４年４月12日から令和４年９月30日
➤テーマ「イラストで振り返る上方演芸殿堂入り名人展」
〔開催期間〕令和４年10月12日から令和５年3月12日
③　ワークショップ等の上方演芸の魅力を伝えるイベントや講演等の開催【月平均６回】
ア　演芸人を講師に上方演芸の魅力が学べるワークショップを開催
〔開催回数〕30回　〔参加者数〕438人
       イ　有識者による上方演芸講習会を開催　
〔開催期間〕令和４年９月17日から令和５年３月４日　４回 89人
ウ　在阪放送局とコラボ企画事業を開催「爆笑！天国寄席」
〔開催期間〕令和４年11月19日から20日　２回 43人
エ　毎月第２・第４土曜日にアマチュア演芸団体と共催事業を開催
〔開催期間〕令和４年４月16日から令和５年３月25日　36回 510人）
        オ　大阪文化芸術創出プログラム2022と連携し、万博記念公園で体験型講習会（ワークショップ）を開催
　　　　　　〔開催期間〕令和４年10月29日から令和４年10月30日　２回
④　収蔵資料数　累計70,694点（令和５年３月末現在）

２　芸術文化顕彰事業の実施
(1)　山片蟠桃賞顕彰事業
近世大阪の生んだ世界的町人学者である山片蟠桃の存在をあらためて想起し、その名にちなみ、日本文化の国際通用性を高めた優秀な著作とその著者を顕彰し、併せて、大阪の国際都市としての役割と文化・学術の国際性を高める。（３年毎に実施。）令和４年度は、第27回山片蟠桃賞贈呈式及び記念講演会を実施した。
	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	384千円　
	1,226千円　
	2,497千円　

	決　算　額
	250千円　
	695千円　
	656千円　


　　
①　受賞者・受賞作

・タイモン・スクリーチ（国際日本文化研究センター研究部　教授）

・『Tokyo Before Tokyo：Power and Magic in the Shogun's City of Edoをはじめと
する一連の著作』
②　贈呈式・記念講演会

と　き：令和４年８月10日（水曜日）13:30～15:30
ところ：大阪歴史博物館

(2)　大阪文化賞及び大阪文化祭賞
	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	1,805千円
	1,805千円
	1,805千円

	決　算　額
	586千円
	1,197千円
	1,295千円


①　大阪文化賞
大阪の芸術文化に貢献した方に対し、大阪文化賞を贈呈。　
ア　受賞者
塩田　千春（芸術・美術）
イ　贈呈式

と　き：令和５年３月26日（日）14:00～15:00

ところ：ホテルプリムローズ大阪
②　大阪文化祭賞
大阪府内で行われた公演の中から優れたものに大阪文化祭賞等を贈呈。
ア　受賞者
(ｱ)　大阪文化祭賞
＜第１部門＞　・花柳與／「花柳與卒寿記念舞踊会一扇会」の舞台の成果

＜第２部門＞　・桂あやめ／「40周年あやめの会」の成果

＜第３部門＞　・奈良ゆみ／「祝祭の夜サティとフランス六人組」の成果
(ｲ)　大阪文化祭奨励賞     
＜第１部門＞　・成田奏／「調和会和のしらべ特別公演『道成寺』」の舞台の成果

・吉田玉翔／「文楽若手会絵本太功記」の舞台の成果
＜第２部門＞　・桂吉坊／「吉坊ノ会」の高座の成果

・劇団壱劇屋／「Supermarket!!!」の舞台の成果

＜第３部門＞　・日本バレエ協会関西支部／「第48回バレエ芸術劇場『パキータ』・『フェアリードール』」の舞台の成果

・前田妃奈／「関西フィルハーモニー管弦楽団第333回定期演奏会」の成果
※第１部門（伝統芸能・邦舞・邦楽）、第２部門（現代演劇・大衆芸能）、第３部門（洋舞・洋楽）

イ　贈呈式

と　き：令和５年３月13日（月）14:00～15:40

ところ：NCB会館
３　大阪文化再発見事業
大阪に住み、働き、学んでいる人々が、大阪人の礎となる「大阪文化」の豊かさを再認識し、大阪文化への自信と自らの誇りを取り戻すため、大学、市町村及びＮＰＯ等と連携し、「大阪文化」に関する情報を様々な手法を使って発信した。
(1)　大阪府・市町村生涯学習ネットワーク（おおさかふみんネット）事業

大阪府と府内市町村が実施する生涯学習連携事業（広域講座）を通して、より広い地域、幅広い層の府民が大阪文化に関心を持つことができるよう、情報交換を行った。そのうち、大阪府と大阪市は「おおさか銭湯ザ・ワールド　銭湯の歴史・魅力・楽しみ方」として、「銭湯」にまつわる文化・歴史を伝える講座を計画した。

1 事業名：おおさかふみんネット府市ブロック講座「おおさか銭湯ザ・ワールド　銭湯の歴史・魅力・楽しみ方」
ア「大阪の銭湯文化　銭湯の魅力とその楽しみ方」／ラッキー植松

と　き：令和5年2月1日（水）19:00～20:30

ところ：大阪市立阿倍野市民学習センター
イ「日本の銭湯の歴史　大阪を中心に」／川端美季

と　き：令和5年2月3日（金）19:00～20:30

ところ：大阪市立阿倍野市民学習センター

②　大阪府・市町村生涯学習ネットワーク会議事務局の運営
府と府内市町村とのネットワークを構築し、広域的な学習機会の提供等の事業を行い、府内における生涯学習の総合的な推進を図った。
(2)　阪神奈大学・研究機関生涯学習ネット（ＨＳＮネット）事務局の運営
府及び大阪、兵庫の大学・研究機関で構成する20団体でネットワークを組み、府県を越えた良質で高度な生涯学習機会の提供を目的として「公開講座フェスタ2022」を大阪府咲洲庁舎で実施し、令和4年11月2日から11月17日までの期間に開催した18講座について延べ555人の参加があった。また、年間を通じて、府と各大学・研究機関との共催講座を1講座実施し、23人の参加があった。
４　府庁本館活用事業（ひょうたんから独楽劇場）
文化芸術団体の自主的な事業を促進することを目的に、歴史的・文化的価値の高い府庁本庁舎の本館正面玄関及び正庁の間を、芸術文化活動の発表の場として提供する事業。
事業実施にあたっては、出演団体を公募して書類審査により決定し、文化芸術団体による公演を実施した。
５　フェスパ次世代シアター事業
文化を通じた次世代育成を図ることを目的に、大阪府咲洲庁舎のフェスパを、子どもたちが様々な文化・芸術に親しみ、豊かな感性や創造性を育み、自己表現力を高める文化活動の場として提供する事業。
６　生涯学習施策の促進
平成23年度に設置した大阪府生涯学習推進課長会議の構成員とともに「令和４年度生涯学習関連事業一覧」を作成し、市町村の生涯学習施策リンク集とあわせて府民向けホームページに掲載した。
７　一般財団法人地域創造に対する分担金
地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりに関する事業を推進している一般財団法人地域創造に対して分担金を支出した。
	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	28,142千円
	27,367千円
	25,080千円

	決　算　額
	28,142千円
	27,367千円
	25,080千円


スポーツ振興グループ
１　第３次大阪府スポーツ推進計画の進捗管理
庁内関係部局横断の大阪府スポーツ施策推進会議において、令和４年３月に策定した第３次大阪府スポーツ推進計画（計画期間：令和４年度～令和８年度）の進捗管理及び令和４年３月に計画期間が終了した「第２次大阪府スポーツ推進計画」の総括を行った。
２　なみはやスポーツ振興基金の運営【創設年月日:平成6年4月1日(大阪府基金条例）】
　スポーツ振興に要する経費に充てるため創設した、なみはやスポーツ振興基金を活用し、大阪マラソンの開催、スポーツボランティア養成及び派遣事業、府民スポーツ・レクリエーション事業、大阪府スポーツ情報ネットワークシステム推進事業を実施した。
・　基金の造成・運用状況
	区分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	積立額
	3,560千円
	12,714千円
	3,562千円

	基金運用収入
	8千円
	5千円
	4千円

	取崩し額
	3,106千円
	17,635千円
	6,744千円

	基金総額
	16,620千円
	11,704千円
	8,526千円


※新型コロナウイルス感染症の影響で、一部事業が中止。

３　スポーツツーリズム推進事業及び生涯スポーツ振興事業の実施

(1)　大阪スポーツコミッションを活用した取組み
大阪が有するスポーツ資源を活用し、在阪スポーツチーム等との連携による大阪スポーツコミッションを中心とした、スポーツツーリズムの推進や、スポーツを楽しむ機会の提供を通じた生涯スポーツの振興、万博の機運醸成により、地域社会・経済の活性化に取り組んだ。（大阪スポーツ王国事業による取組みを含む）

	年　度
	実　　　　　　　　　績

	令和
２年度
	○各球団・チームが開催するホームゲームのスタジアム等において、知事メッセージ動画の配信を実施
　・オリックス・バファローズ　⇒6月17日
　・ガンバ大阪　　　　　　　　⇒7月4日
○支援学校16校にバスケットボールを寄贈（大阪エヴェッサ）⇒6月18日
○もずやんが選手と一緒にLiners体操にチャレンジした動画配信
（近鉄ライナーズ）⇒　9月2日
〇試合観戦招待の実施（大阪エヴェッサ）⇒　12月1日

○大阪スポーツ元気プロジェクト事業において、全15チームと協力し、試合観戦の実施やポスター・動画・パンフレット・缶バッジの作成・配付、トレーニング動画の配信を実施

	令和
３年度
	〇オンラインキッズスポーツ体験会（府民スポレク事業）の実施　⇒8月13日
・堺ブレイザーズ、大阪エヴェッサ、日本生命レッドエルフ、日本ペイントマレッツ
〇大阪商工会議所主催の「EX-CROSS」において、スポーツチームを派遣　⇒11月5日
・セレッソ大阪堺ﾚﾃﾞｨｰｽ、ＮＴＴドコモレッドハリケーンズ大阪、大阪ラヴィッツ
〇ガンバ大阪とホームスタジアムのある吹田市と連携し、シェアサイクルを活用した試合観戦を促す実証実験の実施　⇒12月4日
・ガンバ大阪

〇スポーツ・運動・健康等ＰＲブースの設置　⇒12月27日、28日
・日本生命レッドエルフ
〇スポーツ・運動・健康等ＰＲブースの設置　⇒1月8日、9日
・大阪エヴェッサ、サントリーサンバーズ
〇大阪スポーツコミッション（OSAKA SPORTS PROJECT）「設立総会」及び「キックオッフイベント（アスリートトークショー、スポーツ体験会等）」の開催　⇒1月16日
・オリックス・バファローズ、ガンバ大阪、セレッソ大阪、ＦＣ大阪、スペランツァ大阪、シュライカー大阪、堺ブレイザーズ、サントリーサンバーズ、パナソニックパンサーズ、ＪＴマーヴェラス、大阪エヴェッサ、花園近鉄ライナーズ、ＮＴＴドコモレッドハリケーンズ大阪、日本生命レッドエルフ、日本ペイントマレッツ、大阪ラヴィッツ
〇大阪スポーツコミッション等のＰＲブースの設置　⇒1月22日、2月9日
・花園近鉄ライナーズ
〇大阪スポーツコミッション等のＰＲブースの設置及びスポーツ体験会等の実施
⇒2月23日
・花園近鉄ライナーズ、日本ペイントマレッツ

	令和
４年度
	〇府内連携（魅力づくり推進課：国内旅行消費喚起事業との連携）
　　「Chillin’Vibes Extra」を活用した選手による地域PRの実施
　　　・せんなん里海公園 潮騒ビバレー（岬町）：シュライカー大阪　⇒9月17日
　　　・東大阪市花園ラグビー場（東大阪市）：花園近鉄ライナーズ　⇒9月24日
　　　・万博記念公園（吹田市）：パナソニックパンサーズ　⇒10月9日
〇シェアサイクルを活用した地域周遊
　・ガンバ大阪×吹田市×大阪府　⇒5月8日
　・堺ブレイザーズ×堺市×大阪府　⇒9月25日、10月22日・23日、2月18日・19日、3月25日・26日

〇府内市町村と連携したイベント

　・柏原市、枚方市、岸和田市におけるスポーツ体験会等の実施

〇民間企業等と連携したイベント

　・近鉄不動産（てんしば）　⇒6月11日・12日、大和ハウスリアルティマネジメント（りんくうシークル）　⇒8月21日

〇アスマイルを活用したイベント：24回

〇観戦優待（実績：9チーム、4,011名）

〇観戦無料招待

　・花園近鉄ライナーズ府民招待デー（1,500名）

　・TOKYO UNITEと連携し、京セラドーム開催のWBC（ワールドベースボールクラシック）強化試合への小学生招待(4,000名)
〇府内試合会場やスポーツイベントにおけるスポーツと万博PRブースの一体運用
　・ジュニアスポーツフェスティバル　⇒7月23日、わくわくキッズパーク北御堂　⇒8月13日・14日、花園近鉄ライナーズのハッピーパーク　他
〇構成チームの公式戦等での大阪・関西万博機運醸成ＰＲブースの出展
　・ガンバ大阪、ＦＣ大阪、堺ブレイザーズ、花園近鉄ライナーズ、日本ペイントマレッツ、日本生命レッドエルフ、大阪ラヴィッツ
〇試合会場のビジョンやモニターを活用した万博機運醸成動画の放映
　・ガンバ大阪、花園近鉄ライナーズ、日本生命レッドエルフ
〇万博の機運醸成を意識したイベント名称の活用
　OSAKA SPORTS PROJECT MATCH in HANAZONO～Road to 2025～
　（花園近鉄ライナーズvs静岡レブズ　プレシーズンマッチ）　⇒12月4日
　OSAKA SPORTS PROJECT EXPO（府：誘客促進事業）　⇒2月18日
〇スポーツや地域の魅力発信、万博の機運醸成PRブースの出展：62回
〇SNSキャンペーン：フォロワー数：Twitter：1,101、Instagram：831
〇地域貢献活動
・地域清掃　福島区（セレッソフットサルパーク周辺：セレッソ大阪、NTTドコモRH大阪、日本ペイントマレッツ）　⇒6月18日
大和川・石川クリーン作戦（スペランツァ大阪、日本ペイントマレッツ、日本生命レッドエルフ）　⇒3月9日


(2)【新規】スポーツツーリズム推進事業（令和４年度９月補正）
①　アーバンスポーツツーリズムによる地域活性化事業
万博開催の機会を捉え、誰もが楽しめるアーバンスポーツによるスポーツツーリズムを推進するため、世界のトップ選手とともに楽しめ、多くの人をひきつける、大阪初の大規模なアーバンスポーツ体感型イベント「ＵＲＢＡＮ　ＳＰＯＲＴＳ　ＦＥＳ　ＯＳＡＫＡ」を開催した。
	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	―
	―
	64,110千円

	決　算　額
	―
	―
	62,923千円


②　スポーツによる誘客促進事業
トップスポーツチームのアスリート等と様々なスポーツ体験を行い、運動能力の凄さとスポーツの楽しさを体感してもらい、府民の生涯スポーツに対する関心を高めるとともに、幅広い世代に対してスポーツの魅力や大阪の都市魅力の発信を効果的に行うため、「ＯＳＡＫＡ ＳＰＯＲＴＳ ＰＲＯＪＥＣＴ ＥＸＰＯ」を開催した。
	年　　　度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	―
	―
	12,390千円

	決　算　額
	―
	―
	12,069千円


（3）トップアスリート小学校ふれあい事業

府内の小学校等に、大阪スポーツコミッション構成チームを中心としたトップアスリートや指導者等を派遣し、直接的なふれあいを通じて、児童・生徒がスポーツの楽しさを共有し、運動・スポーツに親しむ習慣を身につけることを目的に実施した。

	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	実施校(人数)
	45校（3,085名）
	49校（2,448名）
	166校（10,064名）

	応募校数
	160校（延べ）
	430校（延べ）
	728校（延べ）

	協力チーム
	7チーム
	6チーム
	13チーム・団体


※新型コロナウイルス感染症の影響で、一部中止。
(4)　大阪府スポーツ情報ネットワークシステム推進事業

「大阪府スポーツ情報ネットワークシステム（スポーツ大阪）」の管理運営を行った。

	区　　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	2,401千円
	2,401千円
	2,401千円

	決　算　額
	2,401千円
	2,392千円
	2,401千円


アクセス数・セッション数
	区　　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	アクセス数
	406,219件
	―
	―

	セッション数
	―
	32,167件
	70,106件


※令和３年３月に設置した「スポーツ大阪」はアクセス数ではなくセッション数で確認。
　セッション数：ユーザーがサイトを訪問した回数

令和３年３月に統合した旧HP「なみはやスポーツネット」とは、委託会社や集計方法が異なる。

 (5)　スポーツ啓発事業

	区　　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	    1,290千円
	    1,233千円
	1,343千円

	決　算　額
	874千円
	1,156千円
	1,169千円


1 　後援名義使用承認並びに知事賞の交付

　  　本府の生涯スポーツの振興施策の一環として、各種スポーツ団体の主催する大会のうち、生涯スポーツ社会づくりの推進にふさわしいものに対して、後援や知事賞の交付を行った。
・後援名義等実績数
	区　　　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	後援名義使用承認
	129件
	146件
	220件

	知事賞賞状交付
	191点
	199点
	296点


※新型コロナウイルス感染症の影響で、承認後、大会中止となったものも含む。
②　知事賞詞（感動大阪大賞・感動大阪賞）

スポーツを通じて府民に深い感動を与えた者に対して、「賞詞」を贈呈した。

	年　度
	実　　　　　　　　　績

	令和

２年度
	該当者なし

	令和

３年度
	●感動大阪大賞：１４名・１団体
【第32回オリンピック・東京大会メダリスト14名】
清原奈侑選手、清水希容選手、古川高晴選手、山本由伸選手、吉田正尚選手、
文田健一郎選手、伊藤美誠選手、浅村栄斗選手、市口侑果選手、内藤実穂選手、
西矢椛選手、北園丈琉選手、平野美宇選手、河田悠希選手
【2021年度プロ野球パシフィック・リーグ優勝】
　　オリックス・バファローズ

●感動大阪賞：３１名

【第32回オリンピック・東京大会入賞者31名】

乾友紀子選手、福村寿華選手、京極おきな選手、塚本真由選手、木島萌香選手、
安永真白選手、寺内健選手、宮本葉月選手、錦織圭選手、山内梓選手、
西村拳選手、ブラウンアイラ選手、藤井直伸選手、李博選手、坂井丞選手、
武良竜也選手、谷晃生選手、堂安律選手、前田大然選手、林大地選手、
瀬古歩夢選手、杉原愛子選手、西岡里紗選手、入江陵介選手、関田誠大選手、
清水邦広選手、山内晶大選手、大塚達宣選手、山本智大選手、宝田沙織選手、
北村菜々美選手

	令和

４年度
	●感動大阪大賞：３名・１団体
【第24回オリンピック・北京大会（冬季）メダリスト１名】
　三浦璃来選手
【JLPGA（日本女子プロゴルフ協会）ツアー2022年シーズン年間女王】
　山下美夢有選手
【2022年度プロ野球パシフィック・リーグ優勝・日本シリーズ優勝】

　オリックス・バファローズ
●感動大阪賞：３名
【第24回オリンピック・北京大会（冬季）入賞者３名】
山下光選手、山下栞選手、宮田将吾選手


 (6)　人材養成及び派遣事業

生涯スポーツ社会づくりを推進していくため、一般ボランティアや各種協議団体等に所属する指導者を中心にスポーツボランティア組織を編成し、研修会を開催するなど、その資質の向上に努めるとともに、各種のスポーツ関連事業へ派遣した。
	区　　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	653千円
	656千円
	656千円

	決　算　額
	458千円
	287千円
	28千円


・　ボランティア登録者数　123名（令和５年３月末現在）
・　総会　令和４年５月21日（土）　

・　ボランティア研修　令和４年５月21日（土）
「国際スポーツ大会のボランティアを経験して（ラグビーワールドカップ 2019）」
・　スポーツボランティアの派遣実績

	区分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	派遣者数
	4人（延べ）
	111人（延べ）
	108人（延べ）


※新型コロナウイルス感染症の影響で、一部派遣中止。
(7)　府民スポーツ・レクリエーション事業の実施

府民の誰もが、生涯を通じて、いつでも、どこでも、気軽にスポーツに親しみ、楽しむことによって、健康でゆとりや潤いを実感することができる豊かな社会を実現するため、府内全域においてスポーツ・レクリエーション活動を紹介し、実践する場を提供した。

※主催：府民スポーツ・レクリエーション組織委員会

構成団体･･･大阪府、大阪府教育委員会、府内市町村、府内市町村教育委員会、(公財)大阪府レクリエーション協会、(公財)大阪府スポーツ協会、大阪地域（三島・北河内・南河内・泉北）生涯スポーツ推進協議会、大阪府スポーツ推進委員協議会、大阪府障がい者スポーツ協会、大阪府体育連合、大阪高等学校体育連盟、大阪中学校体育連盟、大阪実業団体育協会、大阪府スポーツ少年団本部
	区　　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	1,400千円
	1,500千円
	1,457千円

	決　算　額
	306千円
	1,500千円
	1,362千円
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	内容：新型コロナウイルス感染症の影響で開催を中止し、大阪スポーツプロジェクト公式YouTubeチャンネルに、団体の活動動画を掲載し、発表の場を提供した。
参加団体：大阪府ディスコン協会、NPO法人クラブ登美丘南、
桃教スポーツアカデミー

	生涯現役スポーツ賞
	概要：長年にわたり、スポーツ・レクリエーション活動に親しむとともに、その普及振興を図り、健康で豊かな生涯スポーツ社会づくりに功績のある個人又は団体に対し贈呈した。

受賞：金賞17名、銀賞60名、団体賞21団体

金　賞…年齢が80歳以上で活動歴が50年以上の個人

銀　賞…年齢が65歳以上で活動歴が20年以上の個人

団体賞…活動歴が40年以上で5人以上の会員を有する団体
※新型コロナウイルス感染症の影響で贈呈式の開催中止

	スポーツ体験会
	概要：府内大型商業施設を中心に大阪スポーツコミッション（大阪スポーツプロジェクト）構成チーム等によるスポーツ体験会を開催し、未経験者でも気軽に楽しめる、現役選手等から直接指導を受けられるコンテンツを展開した。
開催日：7月28日（金）/オンライン
11月19日（土）/ららぽーとエキスポシティ
12月3日（土）/りんくうプレジャータウンシークル
1月14日（土）/ららぽーと堺

	体力測定会
	概要：府内大型商業施設やスポーツ観戦等の来場者を対象に体力測定会を開催し、データに基づく運動指導を実施した。
開催日：11月19日（土）/ららぽーとエキスポシティ
12月3日（土）/りんくうプレジャータウンシークル
12月17日（土）/ヨドコウ桜スタジアム前（NTTドコモレッドハリケーンズ大阪ホームゲーム）
1月14日（土）/ららぽーと堺
2月11日（土・祝）ひらかたパーク イベントホール

	共催スポーツ大会
	概要：府民誰もが参加できる府内のスポーツ大会に対し、府民スポーツ・レクリエーション組織委員会が共催し、共催スポーツ大会を開催した。
※R4年9月～R5年1月の間に12大会を開催


(8)　総合型地域スポーツクラブ活動促進事業

①府内市町村の総合型地域スポーツクラブ育成を促進するため、クラブの創設や運営段階における支援を実施した。

府内の総合型地域スポーツクラブの状況（令和５年３月末現在）

クラブ数：66、計30市町

	事　業　項　目
	事　業　内　容

	訪問指導等
	総合型クラブ創設・活動に関する指導、助言、各市町村(地域)の状況に応じた巡回指導等

	クラブ交流大会の開催
	総合型クラブフェスタ（府内総合型地域スポーツクラブ交流会）の開催

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止


②【新規】総合型地域スポーツクラブステップアップ事業
大学を核に、先進的に地域連携に取り組む府内２地域を重点地域に選定し、地域（総合型地域スポーツクラブを含む）・大学・行政が連携した体制の構築・強化を図り、スポーツを通じた地域課題の解決につながる、スポーツを楽しめる機会の創出を図った。
	区　　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	―
	―
	6,210千円

	決　算　額
	―
	―
	4,366千円


(9)　関西マスターズゲームズ

「ワールドマスターズゲームズ関西」の開催を機に醸成してきたスポーツの機運を継続し、さらにすそ野を広げるため、府内で開催されるスポーツ大会を関西広域連合との共催により、「関西マスターズゲーム」の冠称大会とし、それぞれの大会に「関西マスターズゲームズ」の表彰状を交付し、「ワールドマスターズゲームズ関西」の周知を図るとともに、生涯スポーツの機運を醸成した。

	区　　　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予　算　額
	69千円
	56千円
	46千円

	決　算　額
	69千円
	56千円
	―


(10)　オリンピアン・パラリンピアン派遣事業

府内学校等にオリンピアンやパラリンピアンを派遣し、オリンピック、パラリンピックでの体験談等の講話を行うことで、スポーツの魅力や取組姿勢を伝える。併せて、指導力等を活かした実技指導により、スポーツを楽しみながら学び、運動をするきっかけづくりになるような体験教室を開催する。
	区　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	926千円
	681千円
	1,058千円

	決算額
	546千円
	681千円
	1,058千円


４　大規模スポーツイベント事業

(1)　大阪マラソン

ランナーのみならず、多くの方々にも楽しんでいただける大阪を挙げての「お祭り」として大阪マラソン2023（第11回大阪マラソン）を開催し、大阪の都市魅力や元気な大阪の姿を国内外に発信した。
　　　・開催分担金
	区　分
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	予算額
	75,000千円
	※201,510千円
	90,000千円

	決算額
	65,204千円
	※200,652千円
	90,000千円


※大阪マラソン地元主催者として一般部門の中止に伴い生じた損失について、大阪マラソンの安定的な運営の確保と信頼を確保する観点から補填を行った。

	年　　　度
	事　業　内　容

	令和４年度
	【大阪マラソン2023（第11回大阪マラソン）（概要）】
・開催日　　令和５年２月２６日（日）
・主催　　　大阪府、大阪市、（公財）大阪陸上競技協会
・共催　　　読売新聞社、毎日新聞社、ＮＨＫ、（公財）日本陸上競技
連盟
・種目　　　フルマラソン
　　　　　　併設レース：車いすマラソン（フル）

・定員　　　32,000人（車いす30人を含む）
・制限時間　７時間

・コース　　スタート　　：大阪府庁前
　　　　　　フィニッシュ：大阪城公園内
　　　　　　主な通過点　：造幣局、中央公会堂、御堂筋、京セラドーム大阪、国立文楽劇場、あべのハルカス、四天王寺、大阪ビジネスパークなど


 (2)　ワールドマスターズゲームズ２０２７関西開催準備

新型コロナウイルス感染症の影響により、大会の開催が延期となった「ワールドマスターズゲームズ２０２１関西」については、令和９年５月の開催が決定し、大会組織委員会及び府内開催市と連携しながら、広報啓発や府内開催競技の準備等に取り組んだ。
（主な取組み）

府ホームページや競技開催市実施のイベント等における広報啓発活動

